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第
３
回
定
例
会

　市長は、翌年度の予算を決める３月の

定例会までに、監査委員がチェックした

前年度決算について、議会の審査・確認

を受けなければなりません。

　９月６日に決算の内容の説明、代表監

査委員からの審査報告があり、11日の本

会議で総括質疑（５ページに質疑の一部

を掲載しています。）、12〜20日各常任委

員会での審査を経て、27日の本会議で全

ての決算を認定しました。

　30年度決算の健全化判断比率は、全会

計で黒字決算となり、引き続き良好な財

政状況が維持されています。

　実質公債費比率は3.0％と昨年度より

も0.9ポイント改善されました。要因と

して、引き続き市税収入が安定し、合併

前に借り入れた起債の償還額が減少する

中、国の財政措置が手厚い合併特例債等

の起債の償還額が増加していることが挙

げられます。

　将来負担比率も、引き続きマイナスで

あり、健全財政が維持されています。

令
和
元
年
第
３
回
定
例

会
は
、
９
月
５
日
か
ら
９

月
27
日
ま
で
の
23
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
提
案
（
追
加
議
案

含
む
）
に
よ
り
、
諮
問
３

件
、
同
意
６
件
、
報
告
10
件
、

平
成
30
年
度
決
算
認
定
９

件
、
令
和
元
年
度
補
正
予

算
７
件
、
条
例
の
制
定
等

９
件
の
計
44
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
で
は
、

議
案
等
の
審
査
に
先
立
ち
、

平
成
30
年
度
に
行
わ
れ
た

事
業
箇
所
の
現
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
３
人

の
会
派
代
表
質
問
の
ほ
か
、

８
人
の
議
員
が
個
人
質
問

を
行
い
、
市
の
対
応
や
考

え
方
を
問
い
た
だ
し
ま
し

た
。

令和元年 第３回

定例会
９月５日(木)

〜９月27日(金)

平成30年度決算をチェック　税金の使い方を確認しました

健全化判断比率は良好　健全財政を維持
■主な財政指標

項　　　　目 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

経常収支比率　（％） 85.5 80.9 86.2 87.1 87.0

財政力指数 0.801 0.795 0.782 0.768 0.760

実質公債費比率（％） 6.9 5.8 5.0 3.9 3.0

将来負担比率　（％）※ △69.4 △67.6 △75.1 △80.8 △74.4

※△はマイナス、決算報告では数値は示さず「－」と表記される。
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各年度の実質公債費比率と将来負担比率

■平成30年度一般・特別会計歳入歳出決算� （単位：千円）

会　　　　計　　　　名 歳　　入 歳　　出

 一般会計 274億5719万6 257億2769万7

特
別
会
計

国民健康保険 57億3009万8 54億1513万8

後期高齢者医療 6億2123万5 6億1589万1

介護保険 43億2358万3 41億5758万0

公共下水道事業 19億 584万1 17億8254万2

農業集落排水事業 4億4039万8 3億9970万5

石橋駅周辺土地区画整理事業 1680万7 870万4

仁良川地区土地区画整理事業 6億5148万7 5億4107万3

■平成30年度水道事業会計決算（税込）� （単位：千円）

区　　　　分 収　　入 支　　出

収益的収支 10億6774万6 8億5635万9

資本的収支 1億7982万6 6億 523万6

■実質公債費比率

⇒地方税などの一般財源に占める公債費

（借金の返済金）の割合を示す。18％を

超えると借入に県の許可が、25％を超え

ると借入が制限される。

■将来負担比率

⇒将来負担すべき実質的な負債の割合を

示す。地方公社や損失補償を行っている

出資法人等に係るものも含まれる。
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一般会計決算
歳入（入ったお金）

歳出（使ったお金）

274億5,719万6千円 （前年度比22億8,526万7千円　9.1％増）

257億2,769万7千円 （前年度比19億9,526万5千円　8.4％増）

内訳の大きなものを説明します。

●市税（市民税、固定資産税など。個人と法人がある）
　97 億 6,133 万８千円（前年度比 1.6％増）

　・給与が上がり個人市民税増加

　・景気が回復方向のため、法人市民税も増加

　・�個人住宅の新築・増築と企業の新規設備投資が増

え、固定資産税が増加

　・�個人への課税の増減による影響が大きいのが下野

市の特徴

●国庫支出金（特定の事業のため、国から配分される）
　36 億 2,646 万３千円（前年度比 17％増）

　・�大松山運動公園拡張整備事業　６億5,406万１千円、

児童手当負担金　６億3,258万４千円など

●市債（市の事業を行うために借りるお金）
　36 億 2,190 万円（前年度比 34.5％増）

内訳の大きなものを説明します。

●普通建設事業費
　52 億 3,068 万 3 千円（前年度比 41.3％増）

　�　歳出の中で一番多く、20％を占めます。道路、学

校、公園などの公共施設の建設や用地取得等の公共

事業費です。

　・大松山運動公園拡張整備事業�14億9,163万３千円

　・石橋中学校大規模改修事業� ４億6,207万９千円

　・仁良川地区道路整備事業� ４億2,690万５千円

●扶助費　44 億 635 万４千円（前年度比 1.3％増）

　�　歳出の17.1％を占めます。生活に困っている人や

子育てをしている世帯、障がい者や高齢者などの生

活を社会全体で支えるための経費です。児童福祉費、

生活保護費、社会福祉費などがあります。

第
3
回
定
例
会

その他
18億4422万8千円

7.2%

その他
18億4422万8千円

7.2%

繰出金
22億3240万5千円

8.7%

繰出金
22億3240万5千円

8.7%

補助費等
27億7355万1千円

10.8%

補助費等
27億7355万1千円

10.8%

物件費
32億9,870万7千円

12.8%

物件費
32億9,870万7千円

12.8%

普通建設事業費
52億3068万3千円

20.3%

普通建設事業費
52億3068万3千円

20.3%

公債費
25億7029万2千円

10.0%

公債費
25億7029万2千円

10.0%

扶助費
44億635万円4千円

17.1%

扶助費
44億635万円4千円

17.1%

人件費
33億7147万7千円

13.1%

人件費
33億7147万7千円

13.1%

その他の経費
101億4889万1千円

39.5% 

その他の経費
101億4889万1千円

39.5% 

投資的経費
52億3068万3千円

20.3%

投資的経費
52億3068万3千円

20.3%

義務的経費
103億4812万3千円

40.2%

義務的経費
103億4812万3千円

40.2%

その他
39億3681万8千円

14.4%
繰越金

14億3949万8千円
5.2%

県支出金
14億6502万1千円

5.3%

地方交付税
36億615万8千円

13.1%

市債
36億2190万円
13.2%

国庫支出金
36億2646万3千円

13.2%

市税
97億6133万8千円

35.6%

監
査
委
員
決
算
審
査
意
見

健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営

　

本
市
に
お
い
て
は
、
総
合
計
画
前
期

基
本
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
令
和
２

年
度
に
、
合
併
特
例
事
業
債
の
発
行
期

限
が
到
来
す
る
。
今
後
、
産
業
団
地
造

成
や
石
橋
複
合
施
設
な
ど
様
々
な
大
型

事
業
が
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

一
層
厳
格
な
財
政
見
通
し
を
立
て
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

特
記
事
項

　

平
成
29
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ

り
、
地
方
行
政
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

確
保
の
た
め
、
業
務
上
の
リ
ス
ク
を
評

価
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
規
範

を
整
備
・
運
用
し
て
い
く
「
内
部
統
制
」

の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
本
市
は
努

力
義
務
に
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
指
針
の
策
定
に
併
せ
て
、
よ

り
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。

決算審査報告をする

大久保代表監査委員
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第
3
回
定
例
会

会

期

日

程

９
月
５
日　

本
会
議【
開
会
】

　
　
　
　
　

（
一
部
表
決
、報
告
、

　
　
　
　
　

議
案
の
説
明
）

　
　

６
日　

本
会
議

　
　
　
　
　

（
30
年
度
決
算
の
説
明
、

　
　
　
　
　

監
査
委
員
審
査

　
　
　
　
　

結
果
報
告
）

　
　

９
日　

本
会
議

　
　
　
　
　

（
会
派
代
表
質
問
、

　
　
　
　
　

一
般
質
問
）

　
　

10
日　

本
会
議　

　
　
　
　
　

（
一
般
質
問
）

　
　

11
日　

本
会
議

　
　
　
　
　

（
議
案
の
質
疑
、

　
　
　
　
　

委
員
会
付
託
）

　
　

12
・
13
日

　
　
　
　
　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

（
現
地
調
査
、

　
　
　
　
　

付
託
案
件
審
査
）

　
　

17
日　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

（
現
地
調
査
、

　
　
　
　
　

付
託
案
件
審
査
）

　
　

19
・
20
日

　
　
　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

（
現
地
調
査
、

　
　
　
　
　

付
託
案
件
審
査
）

　
　

27
日　

本
会
議【
閉
会
】

　
　
　
　
　

（
委
員
長
報
告
、質
疑
、

　
　
　
　
　

表
決
）

※
今
定
例
会
の
傍
聴
者
数

30
名（
延
べ
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

幼
保
無
償
化
に
よ
る
予
算
を
計
上

■令和元年度各会計補正予算 （単位：千円）
会　　　　　　計　　　　　　名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計 第4号 6億8107万1 281億8858万7

特別会計

国民健康保険（第１号） 6051万0 55億6486万5

後期高齢者医療（第１号） 534万3 6億5234万2

介護保険（第１号） 1億2675万6 44億6818万6

石橋駅周辺土地区画整理事業（第１号） 810万2 1772万0

仁良川地区土地区画整理事業（第１号） 8536万4 5億2988万7

■令和元年度下水道事業会計補正予算（第１号） （単位：千円）
区　　　　　分 補　正　額 補正後の予算額

収益的収支 収　　入 704万4 21億1514万5

支　　出 1015万4 18億7749万7

一
般
会
計
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
６
億
８
１
０
７
万
１
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
２
８
１
億
８
８
５
８
万
７

千
円
と
し
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
令
和
元
年
度
普
通
交
付

税
の
交
付
額
の
確
定
に
よ
る
３
億
５
８

１
万
２
千
円
を
追
加
し
た
ほ
か
、
国
庫

補
助
金
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
臨
時

交
付
金
１
億
４
４
０
万
５
千
円
、
子
ど

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金

７
１
３
０
万
８
千
円
等
を
追
加
し
ま
し

た
。歳

出
に
お
い
て
は
、
10
月
か
ら
の
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
る
、
教

育
・
保
育
施
設
給
付
費
委
託
料
１
億
７

１
６
０
万
９
千
円
、
扶
助
費
２
２
０
０

万
３
千
円
や
市
道
整
備
事
業
、
天
平
の

丘
公
園
内
ト
イ
レ
改
修
等
の
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

本
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
、
任
期
満
了
と
な
る
３
氏

に
つ
い
て
、
再
任
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
を
全
会
一
致

で
了
承
し
ま
し
た
。

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
選
任

　

任
期
満
了
と
な
る
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
に
つ
い
て
、

左
記
の
と
お
り
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

人
事

稲い
な

葉ば　

一か
ず

雄お

若わ
か

﨑ざ
き　

義よ
し

和か
ず

山や
ま

口ぐ
ち　

哲
さ
と
し

【
公
募
委
員
】

大お
お

久く

保ぼ　

芳よ
し

雄お

田た
　
な
か中　

民み
　
き
　
こ

樹
子

市い
ち

村む
ら　

充み
つ

章あ
き

【
学
識
経
験
者
】

氏し　

名め
い

小
金
井
１
丁
目

祇
園
５
丁
目

下
古
山

元
栃
木
県
警
察
学
校
長

弁
護
士

大
学
教
授

役 

職 

・ 

住 

所

新
任

新
任

新
任

再
任

再
任

再
任

新
・
再

永な
が

山や
ま　

登と

志し

子こ

津つ

野の

田だ　

久ひ
さ

江え

中な
か

川が
わ　

賢け
ん

一い
ち

氏し　

名め
い

川
中
子

石　

橋

石　

橋

住　

所

再
任

再
任

再
任

新
・
再

第
３
回
定
例
会
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議会に報告があったもの（表決はありません）� 【追】…追加報告

議案等番号 案　件　名 内　　　容
報告６号 平成30年度下野市一般会計継続費精算報告書 平成29年度からの継続事業４事業が終了したことによる精算報告。

報告７号 平成30年度下野市公共下水道事業特別会計継続費精算報告書
平成29年度からの継続事業（仁良川地区雨水管渠整備事業）１事業が終了し
たことによる精算報告。

報告８号 平成30年度健全化判断比率及び資金不足比率 全会計が黒字決算。実質公債費比率は3.0％と良好な財政状態が続いている。

報告９号
平成30年度公益財団法人下野市農業公社の経営状況報告書の
提出

農地利用集積円滑化事業、農作業受委託推進事業、営農集団及び農業生産法
人育成事業など、平成29年度の事業報告。

報告10号 平成30年度株式会社道の駅しもつけの経営状況報告書の提出
平成30年度（第９期）の道の駅やふれあい館等の運営などの事業報告。売上
は前年比100.9％。

報告11号
平成30年度一般財団法人グリムの里いしばしの経営状況報告
書の提出

ホール事業や企画展示事業など、平成30年度の事業報告。

報告12号 令和元年度下野市教育委員会点検・評価報告書の提出
平成30年度の教育委員会に関わる事務事業について、点検及び評価の結果を
報告。

【追】報告13号 平成30年度下野市水道事業会計継続費精算報告書 平成28年度からの継続事業が終了したことによる精算報告。

【追】報告14号 専決処分の報告 市道での事故に係る損害賠償金額３万8,268円の決定。

【追】報告15号 専決処分の報告 市道での事故に係る損害賠償金額5,250円の決定。
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受
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財
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防
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ジ
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、
下
野
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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Ｍ
「
Ｆ
Ｍ
ゆ

う
が
お
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通
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す
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発
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す
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安
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す
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。
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０
０
０
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０
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市
内
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共
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通
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行
事
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30
年
度一般
会
計
決
算
）

問
１
人
１
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当
た
り
の
運
行
経
費
の
推
移
と
、
そ
の
金
額

が
妥
当
で
あ
る
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伺
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答
運
行
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費
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推
移
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成
28
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９
２
円
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29
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が
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６
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０
９
３
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金
額
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成
30
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度
版
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り
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25
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１
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３
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回
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当
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�
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計
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算
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問
当
初
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基
本
計
画
の
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メ
ー
ジ
と
実
際
の
整
備
状
況
が

異
な
る
点
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
を
伺
う
。

答
こ
も
れ
び
広
場
の
整
備
で
、
平
地
林
を
保
全
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用
す
る

と
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画
し
て
い
た
が
、
樹
齢
の
経
過
に
よ
る
根
腐
れ
や
、

台
風
等
の
強
風
で
倒
木
の
危
険
度
が
高
ま
る
と
判
断
し
、
伐
採

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

会
計
年
度
任
用
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員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定

問
公
募
に
よ
ら
な
い
再
度
の
任
用
は
２
回
ま
で
可
と
あ
る

が
、
そ
の
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
そ
の
後
の
会
計
年
度
に
お
い
て
任
用
を
希
望
す
る
場
合

は
、
新
た
に
任
用
と
な
る
た
め
、
改
め
て
応
募
し
て
も

ら
う
。
書
類
選
考
や
面
接
等
に
よ
る
選
考
を
行
い
、
任
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
等
に

つ
い
て
、
疑
問
点
等
を
問
い
ま
す
。

第
3
回
定
例
会

防災ラジオのイメージ図
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議
案
等
番
号

付

議

事

件

結

果

坂
村　

哲
也

伊
藤　

陽
一

五
戸　

豊
弘

貝
木　

幸
男

石
川　

信
夫

相
澤　

康
男

奥
田　
　

勉

中
村　

節
子

大
島　

昌
弘

髙
橋　

芳
市

石
田　

陽
一

小
谷
野
晴
夫

秋
山　

幸
男

磯
辺　

香
代

松
本　

賢
一

岡
本　

鉄
男

村
尾　

光
子

認定１号 平成30年度下野市一般会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

認定２号
平成30年度下野市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算認定

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

認定３号
平成30年度下野市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算認定

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

認定４号
平成30年度下野市介護保険特別会計歳入歳出
決算認定

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

認定５号
平成30年度下野市公共下水道事業特別会計歳
入歳出決算認定

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

認定６号
平成30年度下野市農業集落排水事業特別会計
歳入歳出決算認定

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

認定７号
平成30年度小山栃木都市計画事業石橋駅周辺
土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

認定８号
平成30年度小山栃木都市計画事業仁良川地区
土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

認定９号 平成30年度下野市水道事業会計決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案28号 令和元年度下野市一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案29号
令和元年度下野市国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案30号
令和元年度下野市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案31号
令和元年度下野市介護保険特別会計補正予算

（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案32号
令和元年度小山栃木都市計画事業石橋駅周辺
土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案33号
令和元年度小山栃木都市計画事業仁良川地区
土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案34号
令和元年度下野市下水道事業会計補正予算

（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案35号
平成30年度下野市水道事業会計未処分利益剰
余金の処分

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案36号
下野市会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の制定

可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案37号 下野市森林環境整備促進基金条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案38号 下野市税条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案39号 下野市印鑑条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案40号 下野市水道事業給水条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案41号 工事変更請負契約の締結 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案42号 財産の貸付け 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

【追】
議案43号

財産の取得 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

【追】…追加議案� ○…賛成　●…反対　（議長は表決に加わらない）

第３回定例会の審議結果

審

議

結

果
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委

員

会

報

告

定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。

常 任 委 員 会
審 査 報 告

総 務 合併特例事業債（地方債）
（30年度一般会計決算）

問 　合併特例債の発行残額を伺う。

答
　平成30年度までに198億円を発行してい

る。残額は30億円。令和元年度は約27億円、

　　　�発行期限となる令和２年度は約３億円を見

込んでいる。満額活用できるよう調整して

いきたい。

総 務 地域おこし協力隊事業
（30年度一般会計決算）

問 　アニメ事業を活用したプロモーションに

従事したとあるが、協力隊が中心となり企

　　　�画したのか。今後のあり方も含めて説明願

う。

答
　地域おこし協力隊は２名おり、採用され

て約半年となる。これまでは多くの市民と

　　　�交流してもらうことを目的に、さまざまな

イベントに関わってきた。徐々に自ら事業

を企画し、活動範囲を広げている。今後は

関係人口を増やしていくための活動を、市

と一緒に考え進めていく。

総 務 賦課徴収費
（30年度一般会計決算）

問 　差し押さえ件数と金額を伺う。

答
　件数は220件であり、換価された税額は

3,986万８千円である。

　　　�（差し押さえの内容は、給料・預貯金・生

命保険など）

総 務 狂犬病予防事業
（30年度一般会計決算）

問
　接種頭数を伺う。

答
　頭数は2,071頭であり、接種率は63.6％

である。

総 務 自治振興費
（元年度一般会計補正予算）

問
　自治会公民館建設費補助の内容を伺う。

答
　４つの自治会公民館の空調の新設、トイ

レや照明器具の改修・修繕に対する補助で

　　　ある。

総 務 会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する条例の制定

問
　これまでの非常勤特別職から、会計年度

任用職員に移行する方はどのような方か。

答
　職員の補助的業務を行っている方が会計

年度任用職員に移行する。社会教育委員や

　　　�学校医等の特別な職を持つ方は、非常勤特

別職として残る。

アニメを活用したプロモーション事業
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現地調査を行いました 常任委員会で議案審査に先立ち事業の現地調査を行いました。

総務常任委員会教育福祉常任委員会 経済建設常任委員会

コミュニティＦＭスタジオ

薬師寺コミュニティセンター

防災カメラ更新工事（下原地内）

仁良川地区雨水管渠整備

農地中間管理機構ほ場整備（上古山）

市道１−８号線

大松山運動公園陸上競技場

石橋中学校大規模改修

むつみ愛泉こども園

委

員

会

報

告

経 済
建 設

夜明け前施設使用料
（30年度一般会計決算）

問 　予算額が70万円のところ決算額が51万

7,820円であるが、この要因は何か。

答
　夜明け前施設使用料は、シモツケクリエ

イティブの売り上げに対しての使用料とな

　　　るためである。

経 済
建 設

有害鳥獣被害防止対策事業
（30年度一般会計決算）

問
　被害が出た時に委託しているのか。また、

庁用器具購入費の内訳を伺う。

答
　有害鳥獣駆除隊に年間20万円で委託して

いる。庁用器具購入費では箱ワナを２基購

　　　入した。

経 済
建 設

水道事業
（30年度水道事業会計決算）

問 　石綿セメント管の布設替えは何年かかる

か伺う。

答
　平成30年度には1,490メートルの更新工

事を行った。約10キロメートル残となり、

　　　約10年を見込んでいる。

経 済
建 設

産地づくりモデル地域育成事業
（元年度一般会計補正予算）

問
　事業内容を伺う。

答
　水田転換における露地野菜の拡大に取り

組む産地に対して支援を行う。３年間で転

　　　�換面積が10ヘクタール以上、もしくは販売

額が5,000万円以上の目標を立てた事業に

対して補助するものである。
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委

員

会

報

告

教 育
福 祉

民生委員児童委員活動事業
（30年度一般会計決算）

問 　民生委員・児童委員108名の困りごとや

悩みごとを共有できる場があるのか。

答
　職員が２名出席する毎月の定例会や、役

員会、研修会等で問題点などの話し合いを

　　　�している。今年度は改選時期のため、新任

の民生・児童委員に対して研修をし、様々

な状況を説明する予定である。

教 育
福 祉

こども通園センターけやき
運営事業�（30年度一般会計決算）

問
　こども通園センターけやき（※）の利用人

数を伺う。

答
　30年度の登録者・利用者は57名である。

1日当たりの平均は16名。年間延べ4,179回

　　　利用されている。

教 育
福 祉

病児・病後児保育事業
（30年度一般会計決算）

問
　体調不良児保育（※）は、わかば・あおば

保育園、薬師寺第二保育園の３園で実施さ

　　　�れている。別の園に通う園児の体調が悪く

なった場合、対象の３園に保育士などに連

れていってもらえるのか。

答
　１時間150円で実施している事業である。

他の園からの送迎は行っていない。

教 育
福 祉

地域医療体制整備事業
（30年度一般会計決算）

問 　下野市・上三川町方面への夜間休日病院

の設置について伺う。

答
　一次救急は小山広域の夜間休日急患診療

所と、２つの医療機関（当番医制）で毎日行っ

　　　�ている。小山医師会では、医師の確保がで

きないということで話が進んでいない。

経 済
建 設

市道整備事業
（30年度一般会計決算）

問 　市道１−８号線等、道路を新設する際に

最後の舗装がされるまでにかなりの期間が

　　　�ある。その間、マンホールが高くなってい

るので、通行の妨げにならないように工事

を進められないか。

答
　安全対策として、段差をなだらかにする

ことや、色を付けたりすることを検討する。

教 育
福 祉

奨学金貸付事業
（30年度一般会計決算）

問 　下野市に戻り生活する場合、返済を半額

免除するなど、Ｕターンを後押しする考え

　　　について伺う。

答
　国では来年度から給付型奨学金制度が始

まる。それにあわせ、本市でも給付型の検

　　　�討を行っている。条件の中に、卒業後に市

内在住の条件を入れるか検討している。

教 育
福 祉

東の飛鳥プロジェクト推進事業
（30年度一般会計決算）

問
　東の飛鳥の今後の事業内容について伺う。

答
　商標登録が完了したため、新たなグッズ

の作成や、観光部局との連携を図ったイベ

　　　ントを開催していく。

※�こども通園センターけやき

市の放課後等デイサービス。障がいのある小学生から高校生を対象に、

放課後や週末に学童保育のようなサービスを行う。

※�体調不良児保育

登園時、元気だった子どもが発熱など急な体調不良になった場合に、

保護者が迎えに来るまで一時的に預かる。

東の飛鳥関連グッズ
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第
３
回
定
例
会
で
は
会
派
代
表

質
問
が
行
わ
れ
、
３
名
の
会
派
代

表
者
が
質
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、

個
人
質
問
と
し
て
８
名
の
議
員
が

市
政
に
対
し
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て

掲
載
し
ま
す
。

問
1−1

ま
ち
づ
く
り
の
最

上
位
計
画
で
あ
る

総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画

の
策
定
に
お
い
て
、
本
市
の

ど
の
よ
う
な
強
み
を
生
か
し
、

ま
た
課
題
を
克
服
す
る
内
容

と
す
る
の
か
。

答
1−1

市
長　

改
め
て
本

市
の
強
み
と
弱
さ

を
確
認
し
、
激
変
す
る
社
会

情
勢
を
十
分
捉
え
た
後
期
基

本
計
画
と
な
る
よ
う
進
め
る
。

問
1−2

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
を
盛
り
込
ん

だ
計
画
で
あ
る
の
か
伺
う
。

答
1−2

市
長　

市
の
取
り

組
み
が
17
の
目
標

の
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
の
か
整
理
し
総
合
計
画

に
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
施
策
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

関
連
し
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
、
今
後
様
々
な
計
画
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
も
の
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

問
1−3

市
役
所
周
辺
の
都

市
核
の
形
成
を
含

め
た
、
市
街
化
区
域
の
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

答
1−3

市
長　

対
象
エ
リ

ア
内
の
関
係
地
権

者
と
の
合
意
形
成
を
図
り
な

が
ら
、
時
間
を
か
け
て
段
階

的
に
拡
大
し
て
い
く
。
自
治

医
大
周
辺
は
と
て
も
魅
力
が

あ
り
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
は
都
市
核
の
形
成
が
唯
一

無
二
の
土
地
利
用
政
策
で
あ

る
と
の
思
い
が
あ
る
た
め
、

活
気
や
賑
わ
い
を
生
む
コ
ン

パ
ク
ト
な
都
市
核
の
形
成
に

引
き
続
き
粘
り
強
く
取
り
組

ん
で
い
く
。

【今回の質問】

１．下野市総合計画による、�  

これからのまちづくり

一 心 会

坂 村 哲 也 議員

※ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals、持続可能な開発目標）とは、

持続可能な開発のための17のグローバル目標と169の達成基準からなる、

国連の開発目標である。 一般質問は市ホームページで動画を公開しています。

空から見た市役所周辺
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一

般

質

問

問
1−1

７
月
1
日
に
改
正

健
康
増
進
法
の
一

部
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

市
役
所
に
特
定
屋
外
喫
煙
場

所
が
新
設
さ
れ
た
。
職
員
が

使
う
場
合
の
喫
煙
の
ル
ー
ル

は
あ
る
の
か
伺
う
。

答
1−1

市
長　

喫
煙
時
間

は
昼
休
み
、
就
業

時
間
前
、
就
業
時
間
後
を
基

本
と
す
る
。
長
時
間
滞
在
し

な
い
、
喫
煙
場
所
の
外
で
喫

煙
し
な
い
な
ど
を
指
導
し
た
。

問
1−2

喫
煙
・
受
動
喫
煙
、

た
ば
こ
の
害
に
つ

問
1−1

広
域
連
携
バ
ス
の

実
証
運
行
は
ど
こ

か
ら
出
た
話
な
の
か
、
県
の

指
導
な
の
か
、
下
野
市
の
負

担
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
、

市
民
の
た
め
に
は
わ
か
る
が

利
用
率
が
期
待
で
き
る
の
か

を
伺
う
。

答
1−1

市
長　

平
成
28
年

２
月
に
県
に
よ
っ

て
下
野
市
、
壬
生
町
、
上
三

川
町
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
検
討

ル
ー
ト
の
沿
線
住
民
３
０
０

０
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
モ
デ

い
て
の
普
及
啓
発
は
重
要
だ
。

特
に
児
童
・
生
徒
へ
の
教
育

は
必
要
不
可
欠
だ
が
、
市
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

答
1−2

市
長　

小
学
６
年

生
と
中
学
３
年
生

は
保
健
の
授
業
で
喫
煙
・
受

動
喫
煙
の
害
、
未
成
年
の
喫

煙
禁
止
な
ど
を
学
習
し
て
い

る
。
大
人
へ
は
健
康
診
断
の

結
果
説
明
会
で
禁
煙
指
導
し
、

広
報
や
Ｈ
Ｐ
で
禁
煙
外
来
を

周
知
。
市
独
自
の
受
動
喫
煙

防
止
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
に

ル
ケ
ー
ス
路
線
と
し
て
選
定

さ
れ
た
。
１
市
２
町
で
合
わ

せ
て
１
６
２
０
万
円
（
2
分

の
１
補
助
）
、
下
野
市
の
負

担
は
４
２
４
万
３
０
０
０
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

問
1−2

石
橋
総
合
病
院
や

自
治
医
大
病
院
へ

の
路
線
は
話
に
出
な
か
っ
た

の
か
。
広
域
連
携
バ
ス
だ
け

で
な
く
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等
に
お
金

を
か
け
、
運
行
管
理
状
況
も

全
て
お
任
せ
で
な
く
市
が
関

与
し
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

貼
り
啓
発
し
て
い
る
。

問
1−3

市
と
し
て
受
動
喫

煙
防
止
条
例
を
つ

く
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答
1−3

市
長　

路
上
喫
煙

防
止
条
例
を
令
和

３
年
度
の
施
行
に
向
け
て
進

め
る
。

問
1−4

今
か
ら
作
る
の
な

ら
ば
受
動
喫
煙
条

例
が
よ
い
と
思
う
が
。

答
1−4

市
長　

来
年
４
月

の
改
正
健
康
増
進

法
の
全
面
施
行
後
に
状
況
を

見
て
考
え
て
い
き
た
い
。

答
1−2

市
民
生
活
部
長　

随
時
、
事
業
者
と

打
合
せ
を
し
、
な
る
べ
く
市

民
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う

進
め
た
い
。

問
2

防
災
・
減
災
の
訓

練
は
で
き
て
も
、

そ
れ
で
も
被
災
し
て
し
ま
っ

た
時
の
市
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答
2

市
民
生
活
部
長　

先
進
事
例
や
県
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
研
究
し

て
い
く
。

【今回の質問】

１．市で受動喫煙防止のための条例

を作れないか

【今回の質問】

１．公共交通の考え方を伺う

２．防災に関する再認識の必要性に

ついて

下 野 市 民 派 ク ラ ブ

中 村 節 子 議員

清 明 会

石 田 陽 一 議員

下野市で作った受動喫煙防止のポスター10 月１日から運行を開始した
１市２町広域連携バス「ゆうがおバス」
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一

般

質

問

問
1−1

自
転
車
安
全
利
用

促
進
に
つ
い
て
、

全
国
的
な
先
進
事
例
、
ま
た
、

県
内
各
自
治
体
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

答
1−1

市
長　

全
国
的
に

は
、
自
転
車
の
快

適
な
利
用
促
進
に
関
し
て
の

基
本
的
な
理
念
を
定
め
、
自

治
体
や
自
転
車
利
用
者
の
責

務
等
を
明
ら
か
に
し
、
自
転

車
の
安
全
利
用
に
関
す
る
条

例
を
制
定
す
る
自
治
体
が
あ

る
。
栃
木
市
で
は
、「
栃
木
市

自
転
車
の
安
全
な
利
用
に
関

問
1−1

生
産
者
、
流
通
業

者
と
の
話
し
合
い

に
つ
い
て
伺
う
。

答
1−1

市
長　

昨
年
10
月

に
生
産
量
日
本
一

で
あ
る
本
市
の
か
ん
ぴ
ょ
う

生
産
振
興
に
お
け
る
諸
課
題

を
協
議
し
、
永
続
的
な
生
産

と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の

振
興
を
目
的
に
下
野
市
か
ん

ぴ
ょ
う
生
産
協
議
会
を
設
立

し
た
。
本
年
５
月
に
生
産
者

協
議
会
を
開
催
し
、
か
ん
ぴ

ょ
う
生
産
維
持
に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
労

す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
乳

幼
児
、
障
が
い
者
、
高
齢
者

そ
の
他
の
歩
行
者
の
安
全
に

配
慮
す
る
条
文
を
盛
り
込
み
、

市
民
相
互
の
思
い
や
り
の
あ

る
通
行
を
確
保
す
る
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
る
。
県
内
で

条
例
を
定
め
て
い
る
の
は
、

現
在
栃
木
市
の
み
と
な
っ
て

い
る
。

問
1−2

本
市
の
自
転
車
安

全
利
用
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

答
1−2

市
長　

本
市
の
自

転
車
の
安
全
利
用

働
力
確
保
及
び
必
要
な
機
械

に
つ
い
て
協
議
し
、
現
在
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
、
市
、
町
、
生
産
者
、

Ｊ
Ａ
、
流
通
業
者
で
構
成
す

る
栃
木
県
か
ん
ぴ
ょ
う
生
産

流
通
協
議
会
を
設
置
し
た
。

問
1−2

近
年
の
長
雨
、
日

照
不
足
、
高
温
な

ど
の
気
象
変
動
に
対
し
、
栽

培
方
法
の
研
究
を
し
て
い
く

支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
1−2

市
長　

近
年
の
気

象
変
動
は
従
来
の

変
動
幅
を
大
き
く
超
え
る
も

に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
自
動
車
や
自
転
車
を

利
用
す
る
運
転
者
そ
れ
ぞ
れ

の
交
通
安
全
意
識
の
醸
成
が

最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

小
学
生
や
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
交
通
安
全
教
室
の
開
催

な
ど
実
施
し
、
交
通
安
全
指

導
や
啓
発
を
実
施
し
て
い
る
。

自
転
車
安
全
利
用
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、
先
進
地
の

状
況
を
研
究
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

の
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
で
培
っ
て
き
た
栽
培
方
法

で
は
十
分
な
対
策
を
取
る
こ

と
が
難
し
く
、
か
ん
ぴ
ょ
う

の
生
育
、
収
量
、
品
質
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て

い
る
。
農
業
試
験
場
で
は
平

成
17
年
よ
り
ユ
ウ
ガ
オ
関
係

の
試
験
を
中
止
し
、
新
た
な

栽
培
技
術
や
品
種
改
良
な
ど

を
行
っ
て
い
な
い
。
今
後
県

に
対
し
、
試
験
研
究
の
再
開

を
図
り
、
生
産
技
術
の
支
援

を
行
う
よ
う
積
極
的
に
働
き

か
け
た
い
。

奥 田　 勉 議員大 島 昌 弘 議員

【今回の質問】

１．多発する交通事故防止への対応

【今回の質問】

１．かんぴょうの産地維持

２．投票率向上

ユウガオの実
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一

般

質

問

問
1−1

大
松
山
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
の
供

用
が
開
始
さ
れ
た
。
整
備
の

基
本
計
画
で
は
、「
市
民
が
気

軽
に
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
を
図
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
、
健
康
増
進
に
寄

与
す
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催

等
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
1−1

教
育
長　

今
後
積

極
的
に
取
り
組
む
。

問
1−2

大
会
や
イ
ベ
ン
ト

に
利
用
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
関
係
者

問
1

今
年
の
夏
、
下
野

市
で
は
、
38
度
と

非
常
に
高
い
気
温
に
な
っ
た
。

低
所
得
者
へ
の
生
活
支
援
と

し
て
エ
ア
コ
ン
の
電
気
代
を

補
助
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
1

市
長　

昨
年
か
ら

市
役
所
ロ
ビ
ー
を

始
め
、
公
民
館
、
図
書
館
等

を
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

位
置
付
け
て
、
市
民
の
皆
様

が
涼
を
求
め
、
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
い
た
だ
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
。
低
所
得
者

へ
の
エ
ア
コ
ン
の
電
気
代
に

だ
け
で
な
く
一
般
市
民
に
も

活
用
状
況
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ

き
で
は
。

答
1−2

教
育
長　

こ
れ
ま

で
に
関
東
ク
ラ
ブ

ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
、

県
高
校
サ
ッ
カ
ー
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
予
選
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
最
終
選

考
会
等
が
行
わ
れ
た
。
今
後

も
利
用
予
定
が
入
っ
て
い
る
。

小
中
学
校
陸
上
競
技
の
聖
地

と
し
た
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

メ
ー
ル
等
で
の
情
報
発
信
を

強
化
し
て
い
く
。

つ
い
て
市
独
自
の
補
助
は
考

え
て
い
な
い
。

問
2−1

生
活
保
護
の
申
請

用
紙
を
窓
口
に
置

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
2−1

市
長　

相
談
者
一

人
一
人
を
第
一
に

考
え
相
談
者
の
声
を
聞
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
、

窓
口
に
申
請
用
紙
を
置
く
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

問
2−2

生
活
保
護
受
給
者

の
車
の
保
有
に
つ

い
て
。

問
1−3

ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス

テ
ム
が
利
用
し
に

く
い
。

答
1−3

教
育
長　

シ
ス
テ

ム
を
改
修
し
空
き

状
況
を
確
認
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
た
だ
し
、
予
約
は
各

窓
口
で
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
1−4

フ
ィ
ー
ル
ド
は
申

し
込
ん
で
も
使
わ

せ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
市

民
の
不
満
が
あ
る
。

答
1−4

教
育
長　

市
民
の

使
用
を
抑
制
す
る

考
え
は
全
く
な
い
。

答
2−2

市
長　

病
気
や
障

が
い
の
あ
る
方
が

通
院
等
に
公
共
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
例
外
的
に
容
認
さ
れ

る
。問

３

耕
作
放
棄
地
に
よ

り
、
雑
草
が
伸
び

て
近
隣
に
迷
惑
が
か
か
っ
て

い
る
。

答
３

市
長　

農
業
委
員

会
が
現
地
を
確

認
・
指
導
し
、
耕
作
放
棄
地

の
適
正
な
管
理
に
努
め
て
い

く
。

磯 辺 香 代 議員五 戸 豊 弘 議員

【今回の質問】

１．大松山陸上競技場、市民利用を

どう進める 

２．文化芸術施設に関する市長の選

挙公約の真意は？

【今回の質問】

１．低所得者の生活支援

２．生活保護

３．耕作放棄地

大松山運動公園　陸上競技場
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一

般

質

問

問
1

年
初
に
「
マ
ン
ガ

で

分

か

る
！

東

の
飛
鳥
『
下
野
市
』
の
歴
史
」
、

そ
し
て
、「
東
の
飛
鳥
新
・

下
野
風
土
記
」
が
発
刊
さ
れ

た
。
こ
の
書
に
は
、
天
皇
が

常
に
人
々
の
暮
ら
し
に
寄
り

添
い
、
度
重
な
る
災
害
が
起

き
た
こ
の
時
代
に
、
税
金
を

半
額
に
し
た
り
、
大
仏
の
建

立
、
国
分
寺
の
建
立
等
、
天

変
地
異
か
ら
何
と
か
国
を
治

め
、
人
々
を
貧
し
さ
か
ら
救

お
う
と
努
力
し
て
き
た
お
姿

が
記
さ
れ
て
い
る
。
先
般
、

愛
知
の
芸
術
祭
に
お
い
て
、

昭
和
天
皇
の
御
真
影
が
燃
や

さ
れ
る
動
画
が
展
示
さ
れ
る

と
い
う
前
代
未
聞
の
こ
と
が

起
き
た
。
こ
の
二
書
を
学
ぶ

こ
と
は
、
日
本
人
と
し
て
の

「
愛
国
心
」
の
醸
成
、
そ
し
て
、

郷
土
愛
を
大
切
に
す
る
心
を

育
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
う
。
学
校
で
活
用
し
て
い

く
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

答
1

教
育
長　

身
近
な

地
域
の
歴
史
を
学

ぶ
こ
と
は
、
受
け
継
が
れ
て

き
た
伝
統
や
文
化
へ
の
関
心

を
高
め
る
上
で
と
て
も
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
書

は
、
子
供
た
ち
の
学
習
に
と

っ
て
大
変
有
効
な
資
料
で
あ

り
、
こ
れ
を
活
用
し
て
地
域

の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
郷
土

愛
の
醸
成
に
つ
な
が
る
こ
と

と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
我

が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
心
は

子
供
た
ち
に
押
し
つ
け
る
も

の
で
は
な
く
、
子
供
た
ち
が

自
ら
学
ん
だ
知
識
や
経
験
の

中
か
ら
芽
生
え
、
育
っ
て
い

く
も
の
と
も
捉
え
て
い
る
。

問
1−1

指
定
緊
急
避
難
場

所
に
な
っ
て
い
る

別
処
山
公
園
、
国
分
寺
運
動

公
園
で
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
ゲ

リ
ラ
雷
雨
時
に
避
難
で
き
る

場
所
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
1−1

教
育
長　

夏
季
を

中
心
に
局
地
的
で

突
発
的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
落

雷
に
対
し
て
は
一
時
的
に
野

球
場
の
屋
根
付
き
ベ
ン
チ
に

避
難
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

問
1−2

別
処
山
公
園
と
国

分
寺
運
動
公
園
は

利
用
者
の
人
数
に
差
が
あ
る

が
何
故
か
。
別
処
山
公
園
で

の
陸
上
競
技
の
実
績
は
あ
る

の
か
。

答
1−2

教
育
長　

国
分
寺

地
区
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
３
ヶ
所
、
南
河
内
地
区

は
６
ヵ
所
で
利
用
人
数
に
差

が
出
る
と
考
え
る
。
陸
上
競

技
の
利
用
は
な
い
。

問
1−3

別
処
山
公
園
の
ト

イ
レ
改
修
は
考
え

て
い
る
の
か
。

答
1−3

教
育
長　

別
処
山

公
園
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
や
床
、
壁
等
の
施
設

の
全
面
的
な
改
修
を
来
年
度

に
予
定
し
て
い
る
。

問
1−4

別
処
山
公
園
の
遊

具
が
撤
去
さ
れ
た

ま
ま
だ
が
、
今
後
の
計
画
は

あ
る
の
か
。

答
1−4

教
育
長　

現
在
は

未
就
学
児
童
の
遊

べ
る
遊
具
は
無
い
状
態
で
あ

り
、
社
会
資
本
整
備
交
付
金

を
活
用
し
、
未
就
学
児
童
が

遊
べ
る
遊
具
の
設
置
を
来
年

度
予
定
し
て
い
る
。

相 澤 康 男 議員石 川 信 夫 議員

【今回の質問】

１．運動公園の利便性向上に向けて

【今回の質問】

１．「愛国心」の醸成について

別処山公園
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一

般

質

問

幼稚園の部屋のようす

問
1

①
基
本
法
で
は

地
方
公
共
団
体

は
「
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
、

そ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施

す
る
責
務
を
有
す
る
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

②
地
下
水
涵か

ん

養よ
う

に
取
り
組
ま

れ
た
い
。

③
地
下
水
は
貴
重
な
資
源
で

あ
る
。
で
き
る
だ
け
長
く
利

活
用
す
る
た
め
に
、
地
下
水

の
実
態
調
査
を
実
施
さ
れ
た

い
。問

1−1

現
在
の
育
児
マ
マ

パ
パ
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
事
業
、
子
育
て
世
帯
外
出

支
援
事
業
、
お
母
さ
ん
に
感

謝
状
の
支
援
に
加
え
、
独
自

の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

答
1−1

市
長　

本
市
の
子

育
て
支
援
は
、
給

付
金
と
し
て
の
支
援
で
は
な

く
子
育
て
世
帯
へ
の
安
心
安

全
の
提
供
と
い
う
形
で
支
援

を
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
り
、
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

問
1−2

マ
マ
パ
パ
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
事
業
の
利

答
1

市
長　

①
こ
の
法

律
及
び
基
本
計
画

で
は
５
つ
の
基
本
理
念
と
９

つ
の
基
本
的
政
策
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
地
方
自
治
体
の

役
割
は
、
流
域
の
総
合
的
か

つ
一
体
的
な
管
理
を
行
う
た

め
に
必
要
な
体
制
を
整
備
し
、

そ
の
施
策
に
住
民
の
意
見
が

反
映
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
重
要
で
あ
り
、
県
を

初
め
水
循
環
を
構
成
す
る
流

域
自
治
体
が
広
域
的
に
連
携

す
る
必
要
が
あ
る
。
本
市
施

用
者
が
少
な
い
と
感
じ
る
。

複
数
の
保
育
園
の
違
い
を
比

較
で
き
る
よ
う
、
新
人
マ
マ

の
不
安
を
除
く
た
め
の
対
応

は
で
き
る
か
。

答
1−2

健
康
福
祉
部
長　

交
付
す
る
と
き
に

丁
寧
な
形
で
ご
案
内
す
る
こ

と
で
今
後
対
応
し
た
い
。

問
2−1

保
育
料
の
副
食
代

と
し
て
７
５
０
０

円
。
小
学
校
の
給
食
費
は
４

５
０
０
円
。
こ
の
差
額
を
な

く
せ
な
い
か
。
子
育
て
世
帯

の
励
み
に
な
る
施
策
の
実
現

策
策
定
は
県
、
流
域
の
近
隣

自
治
体
と
連
携
し
て
定
め
る
。

②
地
下
水
涵
養
策
と
し
て
雨

水
浸
透
施
設
設
置
要
綱
、
開

発
指
導
要
綱
、
建
築
物
指
導

基
準
に
基
づ
き
雨
水
地
下
浸

透
ま
す
設
置
を
指
導
し
て
い

る
。
ま
た
、
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
事
業
に
よ
る
農
村

の
水
路
保
全
共
同
活
動
へ
の

支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。

③
県
条
例
に
よ
る
指
定
揚
水

施
設
の
揚
水
量
デ
ー
タ
整
理

の
検
討
を
始
め
た
。
今
後
、

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
る
。

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

答
2−1

市
長　

動
向
に
注

視
し
な
が
ら
検
討

し
、
よ
り
よ
い
子
育
て
支
援

の
施
策
を
考
え
て
い
る
。

問
2−2

副
食
費
の
免
除
の

対
象
を
拡
大
で
き

な
い
か
。

答
2−2

健
康
福
祉
部
長　

恒
久
的
な
負
担
と

な
る
の
で
難
し
い
。

村 尾 光 子 議員伊 藤 陽 一 議員

【今回の質問】

１．水循環基本法への対応と地下水

涵養策、地下水調査を問う

２．後期高齢者医療被保険者証をカ

ードタイプにされたい

【今回の質問】

１．出産と子育てがしやすい環境づ

くり

２．幼児教育無償化に伴う保育園、

幼稚園の給食費

「“水循環”､“健全な水循環”とは」内閣官房水循環政策本部
事務局資料「水循環基本法水循環基本計画」から
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行

政

視

察

議会運営委員会
　帯広市議会の議員定数は 29人であり、平成 22年４月施行

の議会基本条例に基づき先進的に議会改革に取り組み、平成

29年から議員政策研究会を設置し、調査研究を行い、平成 30年 12月に「帯広市がん対策推進条例」

を制定した。開かれた議会を進めるため、傍聴規則を改正。幼児の一時預かりの実施や議場における

手話通訳を取り入れた。市民意見交換会は、「地域意見交換会」と「お出かけ意見交換会」の２つの

方法で実施している。市長と議会との関係は、市長等に反問権（※）を付与している。

　芽室町議会の議員定数は 16 人であり、平成 25 年に通年

議会へ移行した。これに併せて、政策形成サイクルを導入

し、委員会の所管事務調査や意見交換会で出た意見を基に政策提言するための年間スケジュール管理

がされていた。平成 24年度に議会モニター制度（町民）を導入し、平成 28年度から 20名に委任し、

議会運営に反映させている。モニターから町議会議員に当選している方もいる。また、平成 24年に

議会サポーター制度（有識者）を導入し、平成 28年度から８名にサポーターを増員した。このほか、

議会改革諮問会議を設置して、議員定数や報酬額、政務活動費など議長からの諮問に答申している。

また、議会ＩＣＴ推進計画により、平成 28年度にタブレットを導入し、ペーパーレス化を図った。

　栗山町議会の議員定数は 12 人であり、平成 14 年から議

会のライブ中継を開始し、一問一答方式の採用、定数削減、

条例の修正可決。そして平成 17 年には、全国で２例目となる議会報告会の開催、平成 18 年に全国

初となる議会基本条例を制定した。議会運営では、町長等に反問権（※）を付与し、平成 18 年か

らの 10 年間で、一般質問の中で９回反問している。議会報告会は３班に分かれ 12 会場で 259 人の

参加（平成 30 年）があり、このほか出前議会報告会も開催している。議会モニター制度（町民）

を取り入れており、モニターの経験者から平成31年の改選時には２名当選している。議会サポーター

制度（有識者）では、５名を講師兼サポーターとして無報酬で委嘱している。議会改革推進会議は、

議会基本条例の見直しを毎年検討している。平成 18 年から 27 年まで全国から 665 団体、5,517 人

の行政視察を受け入れている。

教育福祉常任委員会

　横手市教育委員会では、「郷土を愛し、共に語り、共に未来を切

り拓く人を育てるまち横手」を教育目標に定め、主な学力向上の

取り組みとして、①指導主事等による学校訪問、②「言語活動の

充実」による学力向上推進事業、③学校図書館経営の充実とＮＩＥ

（※）の積極的な推進、④教育専門監の活用(県の事業)、⑤就学前

教育と小学校教育との円滑な接続に向けて、⑥特別支援教育の充実

等、市全体の教育・歴史・文化・産業の良さを伝えながら「ふるさ

と横手を愛する心」を醸成させる取り組みをしていました。

　秋田市において廃校となった旧市立赤平小学校を利活用し、

2012年度からスクールファーム河辺がスタートし、ＬＥＤ光源の

完全閉鎖屋内型野菜ファクトリーを設備し、就労継続支援Ａ型で

は、６名の利用者が、就労継続支援Ｂ型では21名の利用者が菓子

箱折り等の軽作業やハ—バリウム工房での多種作業等を行っており、

作業や生活の中で様々な目標づくりの支援や共同作業、生活の中

で特に他者への配慮重点指導され、最終的な目標として一般就労

に巣立つことを目標として、ビジネスと福祉を両立していました。

行政視察調査報告

（1）帯広市議会（北海道） ７月３日

（2）芽
め

室
む ろ

町議会（北海道） ７月４日

（3）栗山町議会（北海道） ７月５日

（1）学力向上の取り組みについて� 横手市（秋田県） ６月 20 日

（2）農業・福祉の連携について　（株）スクールファーム河辺（秋田県） ６月 21日

※反
はん

問
もん

権…市長や執行部が議員に対して質問できる権利

※ＮＩＥ…新聞を活用した学習活動

ハーバリウム
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　「水道事業の現状と課題〜安心・快適な水の供

給確保〜」と題して、日本水道協会公務部技術課

長の柴
し ば

藤
と う

廣
ひ ろ

公
き み

先生に講演して頂きました。水道の

歴史から、近代の水道が果たす役割や課題、今後

の人口減少を見越した水道事業の運営まで、幅広

くお話しいただきました。下野市の水道事業でも

課題となる老巧化する施設や管路の更新費用、事

業運営が厳しさを増すことが予想されます。計画

的な施設の保全、点検、更新、自治体間での事業

の広域化などの取り組みが必要になってくると感

じました。示唆に富んだ実りある講演となりまし

た。（※講演会資料はＨＰでご覧いただけます。）

　下野市下坪山に平成 31年春に開所した、小山

広域リサイクルセンターを視察しました。

　職員から映像で説明を受けた後に、搬入受付や

分別ヤード、資源を選別する各ラインの見学をし

ました。市民にとりましても、下野市内にあるリ

サイクルセンターで受け入れ対象物であれば持ち

込みもでき、リサイクル率の向上につながるもの

と思います。

（※ご利用の際は、リサイクルセンターにお問い

合わせください。℡ 39-8844）

小山広域保健衛生組合� ９月３日

リサイクルセンターを視察
市議会主催の講演会を開催 ７月９日

議

会

の

話

題

議会だより編集委員会
高松市と鳴門市では共通することがいくつかありました。� �

［共通点①］ケーブルテレビの活用� �

　高松市はケーブルテレビの自主放送による議会中継、再放送を

行っています。他にも、インターネット中継、フェイスブックな

ど複数の媒体を活用し、議会情報の発信を行っていました。� �

　鳴門市は議会だよりの発行までには約２か月かかっていますが、

補うものとしてケーブルテレビで 30 分の議会広報番組を作成し、

15 日もの間、放送を行っているのが印象的でした。� �

［共通点②］モニター制度� �
　高松市も鳴門市も、市の広報とあわせての市民アンケートを実

施し、市民の声を聞いていました。

　次に、それぞれの市の議会だよりの特徴です。� �

［高松市］発行までのスピードに驚きました。議会閉会から約半月後には発行し、タイムリーに市

民に議会の様子を伝えていました。ページは８ページで、簡潔にまとめられていました。誰にでも

読みやすいユニバーサルデザインの文字を使用。配色も視覚障害者への配慮がありました。� �

［鳴門市］大きな特徴としては、市民の関心が高い内容を記事にし、文字数を抑え、字を大きくし

て読みやすい紙面にしているところです。議会だよりを読んでの疑問点・意見などを「市民の広場」

として募集するなど、親しみやすい広報づくりをしていました。

　本市では、今年 12 月に地域のラジオ局「ＦＭゆうがお」が始まります。今後、ケーブルテレビ

やこのＦＭ放送を議会広報に活用することも検討できればと思います。また、今年８月に本市の議

会だよりでもモニター制度を開始し、市民の声を聞く体制ができました。� �

　高松市からは、タイムリーに広報紙を出すことの重要性、鳴門市からは、情報を詰め込み過ぎず、

読みやすく、手に取ってもらいやすい広報紙づくりを学びました。これからの紙面づくりに生かし

ていきます。

（1）高松市議会（香川県） ８月１日
（2）鳴門市議会（徳島県） ８月２日
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　７月27日（土）に市民の皆様との意見交換会を行いました。各常任委員会３グループに分かれて、議会活動

の報告をしたのち、皆様からのご要望等をお聞きしました。いただきました貴重なご意見は、今後の議会活動

に活かしていくとともに、執行部への要望等も行っていきます。

意見の内容（抜粋）

●陳情の審査内容及び賛否を詳しくホームページに公開してほしい。

→ 陳情書及び審査結果をホームページで、賛否は議会だよりで公開しました。

●次回の市議会主催講演会で地下水の保全、有効活用の講演をしてほしい。

→ 参考にさせていただきます。水道事業に関する講演会の資料はホームページで公開しました。

●公金詐取事件については、経過を報告し、議会は放置することのないようにしてほしい。

→ 引き続き取り組んでいきます。

●リサイクルセンターの周辺で異臭がする。周辺住民への影響がないか調査し、対策を願う。

→ ９月３日に議会で現地調査をした結果、施設周辺の家畜臭と思われます。

●大松山運動公園のこもれび広場、パターゴルフの広場に日陰となり休憩できる大きな四
あずまや

阿がほしい。

→ 日陰や休憩所が十分なのか市内の類似施設を含めて検討します。

●市内の障がい者雇用は進んでいるか。→ 市内で、県知事及び厚生労働大臣から、障がい者雇用優良

事業所として表彰を受けた事業所が出ています。

●特別養護老人ホームは入所が難しいと聞いている。→ 女性室数の比率が高く、男性が入居待ちの傾

向です。特養の空きは少ないか、空きがあっても介護スタッフ不足により、受け入れが難しい状況も

あります。

市民と議員の意見交換会（議会報告会）令和元年7月27日

意見交換会でいただきました
ご意見等を市長に提出しました

議会だよりモニターについて

秋山議長、石田副議長が広瀬市長に

要望・提言等を提出しました

　３月 24 日（日）に開催した「市民と議員の意

見交換会（議会報告会）」にて、市民の皆さんか

らいただいたご意見等について、「議会で取り組

むもの」、「執行部と協議するもの」に分け、各

常任委員会や議員全員協議会で検討を重ねてま

いりました。今回、広瀬市長に「市行政に対す

る要望・提言等」を行いました。

　公募により９名の市民の皆様が議会だよりモ

ニターとして選ばれました。

　早速、先号への意見として、「写真をもう少し

明るく」「余白が少なく、文字が多すぎる」等の

ご意見やご感想をいただきました。

　提出されたご意見等を参考に、これまで以上

に分かりやすい、そして読みやすい議会だより

を市民の皆様にお届けできるよう、努力してい

きます。

●議会だよりモニターの役割

　市議会が行う広報活動に関してアンケート調

査等にご協力いただきます。

●任期：令和元年８月１日〜令和３年３月 31 日

議会だよりモニター制度を導入

議

会

の

話

題
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議場コンサートのご案内

昨年の様子

　傍聴は、会議当日に、市役所４階にて受け

付けております。皆様のご来場をお待ちして

おります。

　第４回定例会初日に、下野市文化協会との共

催により、議場コンサートを行います。入場は

無料、先着順とさせていただきます。

　皆様のご来場をお待ちしております。

日時：11月28日（木）
	 午前９時〜 ９時30分
出演：下野混声合唱団

　８月２０日（火）、第３回となる中学生議会が、庁舎４階の議場にて開催されました。

　「防災について」「下野市のゴミや衛生」「農業従事者の高齢化と後継者問題について」「石橋駅前商

店街の空洞化について」等を市長や教育長をはじめ、市執行部に質問をしました。単に疑問を投げか

けるだけでなく、事前の調査等を十分に行った上で質問に臨んでいました。自分達が住む街への想い

があってこそできる素晴らしい一般質問であり、私達も中学生の皆様の姿をみて、改めて議員として

の姿勢を考えさせられる機会となりました。（坂村哲也）

８月
１日〜２日　�議会だより編集委員会行政視察

　　　　　　（香川県高松市、徳島県鳴門市）

５日　議員全体視察研修（大田原市）

　　　議会活性化特別委員会

６日　東京都小金井市行政視察来庁

７日　県南６市議会議長会議員研修会・定例会

８日　静岡県浜松市行政視察来庁

20日　中学生議会

22日　教育福祉常任委員会

23日　総務常任委員会

26日　経済建設常任委員会

29日　議会運営委員会・議員全員協議会

30日　議会だより編集委員会

９月
３日　議会運営委員会・議員全体視察研修

　　　（小山広域リサイクルセンター）

５日〜27日　第３回定例会

12日〜13日　経済建設常任委員会

17日　総務常任委員会

19日〜20日　教育福祉常任委員会

25日　議会運営委員会・議員全員協議会

10月
１日〜２日　経済建設常任委員会行政視察

　　　　　　（福井県大野市、愛知県豊橋市）

８日　栃木県市議会議長会議員及び事務局職員研修

９日　議会だより編集委員会

10日　小山広域保健衛生組合第３回定例会

17日〜18日　市町村議会議員特別セミナー

23日　議員全員協議会・議会だより編集委員会

25日　議会活性化特別委員会・正副委員長会議

30日〜31日　�全国市議会議長会研究フォーラム

　　　　　　（高知県高知市）

議 会 の 動 き

議会を傍聴してみませんか

中学生議会を傍聴して

議

会

の

話

題
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　議員間討議の中で、平成29年度から議会ＩＣ

Ｔ化についての討議がなされ、議会運営委員会

において、平成29年に青森県八戸市議会、平成

30年に三重県伊賀市議会・四日市市議会、令和

元年には北海道芽室町議会（16ページに視察報

告）の視察を行いました。本年７月４日の北海

道芽室町議会では、議会ＩＣＴ推進計画によっ

て、情報公開と住民参加という双方向のネット

ワークを充実・強化することにより、見える化、

効率化、政策形成力向上を図るため、平成28年

度にタブレットが導入されました。

　８月５日には、議員全員で県内で初めてタブ

レットを導入した大田原市議会を訪れ、タブレットと議場モニターについて視察研修を行いま

した。

　その後、９月25日の議員全員協議会では、タブレット導入について全議員が賛同し、導入に

向けてさらなる検討を行っています。（大島昌弘） ※ICT化…インターネットを通じて人と人をつなぐ技術

（※）

「議会ＩＣＴ化について」
〜さらなる議会改革を目指して〜

第4回
定例会
（12月議会）
の予定

※会議の予定は変更になることがあり
ます。
※日程が決定次第、市ホームページで
お知らせいたします。

日 月 火 水 木 金 土

11月17日 18 19 20 21 22 23

議会運営
委員会

議会だより
編集委員会 勤労感謝の日

24 25 26 27 28 29 30

本会議（開会）
議場コンサート

本会議
（一般質問）

12 月 1 日 2 3 4 5 6 7

本会議
（一般質問） 本会議 常任委員会 常任委員会 常任委員会

8 9 10 11 12 13 14

本会議（閉会）
議会だより
編集委員会

大田原市議会での視察

19 ページに関連記事


